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こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
い
た

だ
き
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
第

６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
に

掲
げ
る
ま
ち
の
目
指
す
姿
で
あ
る「
海
・

山
・
川
が
織
り
な
す
、
希
望
が
灯
る

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
・
ひ
ろ
お
」
を
実
現

す
る
た
め
、
職
員
と
一
丸
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
き
な
行
政
課
題
で
も
あ
り
ま
す「
人

口
減
少
問
題
」に
重
点
的
に
取
り
組
み
、

大
胆
な
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の

整
備
を
行
い
、
未
来
に
向
け
て
夢
と

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
「
ず
っ
と
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」
を
町

民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
築
い

て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
般
、
わ
が
国
経
済
界
の
有
志
ら

で
作
る
民
間
団
体
か
ら
、
今
後
30
年

の
間
に
人
口
減
少
が
加
速
す
る
こ
と

で
将
来
的
に
消
滅
の
可
能
性
の
あ
る

自
治
体
が
公
表
さ
れ
、
本
町
も
あ
て

は
ま
り
社
会
減
対
策
が
極
め
て
必
要

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
新
た
な
行
政
課
題
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
未
来
を
見

据
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、

常
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
「
新
し
い
広
尾
町
」
を
築

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

広
尾
町
の
豊
か
な
自
然
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
地
域
の
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
た
産
業
振
興
や
商
工
観
光
振

興
を
推
進
し
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
生

み
出
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
・
医
療
、
子
育
て
・

教
育
の
充
実
、
そ
し
て
将
来
を
見
据

え
た
堅
実
な
財
政
運
営
な
ど
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
更
に
前
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
社
会

情
勢
の
中
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
や
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
推
進
な
ど
社
会
の
変
革
に
的
確
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

様
々
な
主
要
課
題
の
解
決
に
最
大

限
の
努
力
を
行
い
「
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

町長　田中　靖章

教育長　山岸　直宏

　

現
在
、
情
報
技
術
の
進
展
や
、

地
球
規
模
で
進
む
気
候
変
動
な
ど
、

社
会
が
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い

る
中
、
従
来
の
知
識
や
経
験
だ
け

で
は
そ
の
対
応
が
難
し
い
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

将
来
の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と

が
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に

歩
み
続
け
て
い
き
な
が
ら
地
域
創

生
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
、
様
々

な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
出
来
る
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
主
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
や
、

自
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
他
者
と

協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変

化
を
乗
り
越
え
、
主
体
的
に
学
び

行
動
す
る
人
材
を
育
む
た
め
、
教

育
の
大
き
な
柱
で
あ
る
学
校
教
育

と
社
会
教
育
が
よ
り
連
携
を
深
め
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
意

欲
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
、
教
育

行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
で
は
将

来
の
予
測
や
解
決
が
困
難
な
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
の

良
さ
や
可
能
性
を
認
識
し
、
多
様

な
社
会
を
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で

き
る
力
を
一
層
に
育
む
た
め
、
地

域
の
力
を
結
集
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

教
育
の
大
き
な
柱
で
あ
る
学
校
教

育
と
社
会
教
育
が
よ
り
相
互
の
連

携
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

と
学
び
を
し
っ
か
り
と
守
る
と
と

も
に
、
将
来
の
広
尾
町
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上
と
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
意

欲
を
持
て
る
環
境

の
充
実
に
、
よ
り

一
層
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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た
返
礼
品
の
充
実

▼
観
光
振
興
と
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

○
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
向

け
た
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

○
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
の
保

全
と
活
用
を
検
討
す
る
な
ど
地
域
間

連
携
に
よ
る
広
域
観
光
を
推
進

○
道
の
駅
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
協
議
・
検

討
○
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
認
定
40
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

○
大
丸
山
森
林
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実

○
サ
ン
タ
カ
ー
ド
の
魅
力
向
上
及
び
「
子

ど
も
の
夢
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
継
続
実
施

▼
十
勝
港
の
利
活
用

○
コ
ン
テ
ナ
船
定
期
航
路
の
開
設
を
契

機
と
し
た
、
港
の
利
活
用
の
促
進
及

び
企
業
誘
致
の
取
組
推
進

▼
子
育
て
支
援
・
地
域
福
祉

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
向
け
た
取
組

○
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
普
及

○
エ
ア
コ
ン
設
置
に
よ
る
児
童
施
設
の

快
適
な
環
境
づ
く
り

○
不
妊
治
療
費
や
妊
産
婦
健
診
費
の
助
成
、

出
産
祝
い
金
支
給
事
業
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
償
化
の
継
続
実
施

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
支
え
合
い
の
ま
ち

▼
水
産
業
の
振
興

○
増
養
殖
事
業
な
ど
資
源
回
復
活
動
、

赤
潮
被
害
対
策
、
漁
業
者
へ
の
経
営

支
援

○
ウ
ニ
養
殖
企
業
化
試
験
事
業
に
対
す

る
継
続
支
援

○
マ
ツ
カ
ワ
の
稚
魚
飼
育
・
放
流
事
業
、

種
苗
の
安
定
供
給

○
豊
富
な
魚
種
を
原
料
と
し
た
水
産
加

工
品
の
販
路
拡
大
の
取
組
推
進

▼
農
業
の
振
興

○
営
農
継
続
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
回

復
と
経
営
安
定
化
の
支
援

○
第
三
者
経
営
継
承
、
農
場
派
遣
事
業

及
び
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
等
に
よ
る
担

い
手
確
保
の
取
組
推
進

▼
林
業
の
振
興

○
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林

整
備
の
促
進
、
木
材
の
利
用
促
進
、

林
業
担
い
手
育
成
等
の
林
業
事
業
体

に
対
す
る
支
援

○
「
集
い
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
充

実
○
エ
ゾ
シ
カ
や
ヒ
グ
マ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
対
策
の
推
進

▼
商
工
業
の
振
興

○
中
小
企
業
等
に
対
す
る
支
援
や
経
済

対
策
に
よ
る
町
内
経
済
の
活
性
化

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し

た
雇
用
の
掘
り
起
こ
し
や
事
業
承
継

に
向
け
た
取
組
の
推
進

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
増
加
に
向
け

①
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

○
保
育
料
の
完
全
無
償
化
の
実
施
、
在

宅
育
児
支
援
金
制
度
の
創
設

○
「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ

く
地
域
福
祉
の
推
進

○
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
る

相
談
支
援
体
制
の
充
実

▼
高
齢
者
、障
が
い
者
福
祉
と
介
護
サ
ー

ビ
ス

○
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生

活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
、
軽

度
生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
外
出
支

援
交
通
費
助
成
事
業
等
の
実
施

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
生
活

支
援
ハ
ウ
ス
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ー
ま
ひ
ろ
お
と
連
携

し
、
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現

○
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
強
化

○
介
護
予
防
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
開
催
、
医

療
従
事
者
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
の

利
用
促
進
に
よ
る
人
材
確
保

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
お
け
る
外
国
人
介
護
職
員

の
採
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
替
え

▼
健
康
づ
く
り

○
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
と
地
域
保
健
対
策
の
総
合
的
推
進

○
自
殺
対
策
計
画
に
基
づ
く
、
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
的
な

支
援
の
推
進

　
内
容
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
町
政
執
行
方
針
全
文

は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧

に
な
る
か
、
総
務
課
総
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ウェブサイトはウェブサイトは
こちらこちら

令和６年度
町政執行方針（要旨）
教育行政執行方針（要旨）

　６月 24 日（月）、令和６年第２回広尾町議会定例会
において、田中町長が町政執行方針、山岸教育長が教
育行政執行方針をそれぞれ述べました。田中町長と山
岸教育長が示した、目指すまちづくりの方向性と取組
の要旨を列記してお伝えします。
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▼
医
療
体
制

○
地
域
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
質
の
高

い
医
療
の
提
供
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

▼
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

○
特
定
健
診
未
受
診
者
へ
の
効
果
的
な

勧
奨
を
実
施
し
、
更
な
る
受
診
率
の

向
上

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や

希
望
を
も
っ
て
主
体
的
に
生
き
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
継
続
と
教
育
委
員
会

と
連
携
し
た
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の

充
実

▼
学
校
教
育
関
係

○
小
・
中
学
校
修
学
旅
行
費
の
補
助

○
小
・
中
学
校
給
食
費
無
償
化

○
広
尾
高
校
に
対
す
る
「
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ン
13
」
の
継
続
と
存
続
要
請
活
動

の
実
施

○
デ
ジ
タ
ル
教
材
等
に
よ
る
児
童
生
徒

の
学
習
意
欲
の
向
上
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
に
立
っ
た

授
業
改
善
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
の
確
保
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
に

よ
る
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の

充
実

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
軸
と

③
豊
か
な
心
を
育
み

　
文
化
を
高
め
る
ま
ち

▼
道
路
交
通
・
公
共
交
通
対
策

○
高
規
格
道
路
帯
広
・
広
尾
自
動
車
道「
大

樹
・
広
尾
間
」
早
期
全
線
開
通
へ
の

取
組

○
町
道
の
維
持
補
修
や
道
路
整
備
の
計

画
的
な
実
施

○
十
勝
バ
ス
広
尾
線
、Ｊ
Ｒ
バ
ス
広
尾
・

庶
野
間
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組

○
「
高
速
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
号
」
の
運
行

再
開
に
向
け
た
要
請
活
動
の
実
施

▼
住
宅
環
境
対
策

○
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

く
適
切
な
維
持
管
理
の
実
施

○
危
険
な
空
き
家
の
取
壊
し
に
対
す
る

助
成
の
継
続

▼
環
境
衛
生
対
策

○
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
、
適
切
な

分
別
の
徹
底

○
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
助
成

▼
上
下
水
道
の
整
備

○
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
水
道
水

の
安
定
供
給

▼
脱
炭
素
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
に
よ

る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活
用

○
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
検
討

▼
公
園
整
備

○
公
園
整
備
構
想
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
町
民
説
明
会
を
実
施
し
、

整
備
内
容
の
再
検
討

し
た
小
・
中
・
高
連
携
の
さ
ら
な
る

推
進

○
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ

る
教
職
員
の
業
務
改
善

▼
社
会
教
育
関
係

○
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
に
よ
る
「
広
尾
っ
子
応
援
団
」
の

活
動
の
推
進

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

立
に
向
け
て
年
齢
層
に
応
じ
た
事
業

実
施

○
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
協

議
会
に
お
け
る
協
議
の
継
続

▼
防
災
・
消
防
対
策

○
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
の
実
施
に
よ

る
住
民
の
意
識
啓
発
と
支
援
体
制
の

検
討

○
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
の
備
蓄
の

確
保

○
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
育
成
支
援

を
図
り
地
域
防
災
力
の
充
実

○
小
中
学
校
・
高
校
と
連
携
し
た
各
種

訓
練
な
ど
防
災
教
育
の
支
援

○
消
防
団
員
の
安
全
装
備
の
整
備
、
災

害
時
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理

▼
交
通
安
全
・
防
犯
対
策

○
デ
イ
ラ
イ
ト
運
動
の
普
及
の
継
続

○
町
民
へ
の
必
要
な
情
報
提
供
、
町
内

会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
防
犯

対
策 ④

住
み
や
す
さ
が

　
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

▼
町
民
が
活
躍
す
る
ま
ち

○
「
ま
ち
づ
く
り
町
民
み
ら
い
会
議
」

の
開
催
に
よ
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

人
材
の
育
成

○
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
が
危
ぶ
ま

れ
る
町
内
会
に
対
す
る
支
援

○
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報

活
動
の
実
施

○
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

地
域
分
担
制
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
公

募
な
ど
の
実
施
に
よ
る
町
民
の
意
見
・

要
望
提
出
機
会
の
提
供

▼
行
財
政
運
営

○
財
政
運
営
の
効
率
化
に
よ
る
、
健
全

な
財
政
基
盤
の
確
立

▼
移
住
・
定
住
、
交
流
、
関
係
人
口
の

拡
大

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し

た
移
住
・
定
住
の
推
進

○
町
内
で
人
材
が
不
足
す
る
職
種
の
働

き
手
を
確
保
す
る
た
め
、
奨
学
金
返

還
支
援
助
成
の
継
続
実
施

○
国
の
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

制
度
の
活
用
に
よ
る
関
係
人
口
の
拡

大
○
結
婚
に
伴
う
費
用
の
助
成
の
実
施
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
る
出
会

い
の
場
の
創
出

⑤
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

　
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
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「ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました「ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました
～ 2050年カーボンニュートラルを目指して～

　６月 24 日（月）に開かれた令和６年第２回広尾町議会定例会で田中町長が「2050
年までにゼロカーボンシティの実現をめざす」ことを宣言しました。
　ゼロカーボンシティの実現には、一人ひとりが二酸化炭素の排出削減に取り組み、
再生可能エネルギーの導入や二酸化炭素の吸収源となる森林資源の育成と活用など
脱炭素に向けた行動を町民、事業者、行政が一体となり、まちが一丸となって進め
ていくことが大切です。

　地球温暖化の進行による海水温の上昇や猛
暑は広尾町の一次産業に大きな影響を及ぼし、
暴風、豪雨などの自然災害の増加にもつなが
ります。
　広尾町はこれまでも脱炭素化の取り組みを
行ってきましたが、2050 年カーボンニュート
ラルの達成には町全体でさらなる取り組みが
必要なことから、今年度に地域の皆さんとと
もに「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」
を策定し、町の実情に合った取り組みを進め
ていきます。
　今後、計画の策定に向けた町民アンケート
なども実施する予定ですので、皆さんのご協
力をお願いします。

【お問い合わせ】 企画課 企画防災係　℡２－０１８４

宣言を表明する田中町長宣言を表明する田中町長

ゼロカーボンシティとは…
環境省は「2050 年までに CO₂（二酸化炭素）を実質ゼロ
にすることを目指す旨を首長自らが、または地方自治体とし
て公表した地方自治体」を「ゼロカーボンシティ」と定義し
ています。

町ウェブサイト＞町ウェブサイト＞
脱炭素・ゼロカーボン脱炭素・ゼロカーボン
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○新たな公園づくりアンケート事業
��������������������������217万円
　新たな公園づくりにあたり、幅広く町民の声を聞く
アンケート調査を実施し、公園の整備内容を再検討し
ます。

○市街地区避難誘導標識等更新工事
��������������������������689万円
　市街地区における緊急避難場所の変更に伴い、避難
誘導標識等を部分補修・新設するなど整備・更新し、
災害時における迅速かつ安全な避難行動の確保を図り
ます。

○赤潮影響対策事業等への補助
������������������������ 1,146万円
　赤潮による被害を受けた水産資源の回復と漁業経営
の安定化に向け、各種対策で支援します。
　ウニ増殖 / 赤潮環境調査 /
　利子補給 / ホッキ資源再生　ほか

○サンタランド事業
��������������������������416万円
　認定40周年になるサンタランドの認知度向上を図り、
ツリー点灯式も盛り上げるため、記念イベントや特別
招致で、町民の機運を一層高めます。
　一例として「サンタの丘」の造成植栽を進め、町民
提案があったステージ前キャラクター花壇新設などで、
サンタランドの魅力向上を図ります。

○保育料完全無償化事業
��������������������������223万円
　子育て世帯支援のため、令和６年９月以降、満３歳
未満の園児等を含め、保育料等を完全無償化します。

○在宅育児支援金事業
��������������������������139万円
　在宅で満３歳未満の児
童を育児する家庭に支援
金を支給し、子育ての自
由度を高めます。

○公共施設エアコン設置事業
������������������������ 2,745万円
　熱中症対策などの健康確保と、快適な環境づくりの
ため、次のとおりエアコンを設置します。
・豊似保育所����������������������������391万円
・放課後児童クラブ����������������������250万円
・デイサービスセンター����������������1,972万円
・生活支援ハウス������������������������132万円

令和６年度予算メニューの中から、特に町民の皆さんへお知らせしたい主要事業を
紹介します。
紙面掲載しきれないものは、町公式ウェブサイトで紹介しますので、ご覧ください。
� （８月上旬予定）
� ＴＯＰ＞行政情報＞町の財政＞会計別予算

≪表示単位：万円　万円未満は四捨五入≫

予算ダイジェスト
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○産後ケア事業等����������192万円
　健やかな育児環境向上のため、産後１年未満の母子
に心身のケアや各種相談指導を行う産後ケアのメニュー
で、訪問型に加え、新
たにデイサービス型を
追加します。
　また、妊娠期からの
ケアでは、出産相談が
オンラインで行える機
能を母子健康手帳アプ
リに追加します。

○特別養護老人ホーム建替事業
������������������� 13億7,615万円
　入所者が安心して生活できる環境を整えるため、老
朽化した特別養護老人ホームを建替えます。

○電動生ごみ処理機購入補助
��������������������������100万円
　家庭の生ごみを減らし、ごみの排出総量を減少させ
る電動生ごみ処理機の購入費を半額補助します。

（上限５万円）［９月予定］

○町史編さん事業����������� 56万円
　昭和50年代に発刊した「新
広尾町史」後の約45年間につ
いて、町史としての編さんを
開始します。〔令和11（2029）
年度完成予定〕

○十勝港第４ふ頭整備実施設計委託事業
��������������������������880万円
　定期航路の開設に伴い、コンテナ船寄港に係る第４
ふ頭整備の実施設計を行います。

○小中学校修学旅行費助成事業
��������������������������240万円
　小中学生の修学旅行費の半額を助成し、保護者の負
担軽減を図ります。
　小学生分����� 68万円
　中学生分����172万円

○学校給食費無償化事業�� 1,765万円
　小中学校の給食費を無償化し、保護者の負担軽減を
図ります。

○青少年研修センターWi-Fi 整備工事
��������������������������129万円
　青少年研修センターに
Wi-Fi 環境を整備し、施設
の利便性向上を図ります。

予算ダイジェスト令和
６年度 
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広尾サンタランド事務局　水産商工観光課 サンタランド係　℡2-0177
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～ご意見ありがとうございました～
「まちづくり意見公募」の結果をお知らせします

　町では、上記テーマの意見を募集し、下記のとおりご意見をいただきました。ご意見の内容
とそれに対する町の考えをご紹介します。
■実施結果
募 集 期 間 令和６年５月24日（金）～６月13日（木）
意 見 の 件 数 ８件（２人） 意見の受取方法 持参、電子メール

■意見の内容と意見に対する町の考え方（意見の一部を抜粋し、内容は要約しています）
＜意見１＞
物流の寸断時にこそ地元商店街の各種在庫等の活用は必要と強く考えます。可能であれば、リ
スクシナリオとして「商店街の停滞等」の項目を加えていただきたい。
＜意見１に対する町の考え方＞
災害発生直後の物資が不足している場面で、地元商店の在庫活用は大きな力になると考えます。
リスクシナリオの項目追加は困難ですが、関連する備蓄促進の項目（２－１）に「地元商店の
在庫の活用」の内容を追記します。　【企画課】

＜意見２＞
①防災公園計画を進める前に既存施設の検証と整備・増設が急務。
②上下水道の施設・管路確保のため補強追加及び給水機材の準備は最優先。
③避難場所の十分なトイレ確保は必須。避難場所でのプライバシーに配慮した機材の確保。
④災害時に備えた通信環境整備。各戸の玄関口に最寄りの避難先表示の徹底。
＜意見２に対する町の考え方＞
①②老朽化等による施設等の改修については、優先順位をつけ、計画的に実施していきます。
③今年１月の能登半島地震でも、トイレの確保は大きな課題となったところです。避難所の衛
生環境向上に向け、引き続き取り組んでいきます。また、新型コロナ禍や近年の災害事例を踏
まえ、パーティションや段ボールベッドなどの資機材購入や非常食の充実を図るなど、避難環
境の向上に努めてきたところであり、今後も計画的に備蓄を進めていきます。
④公共施設への無線LANは、優先度を考慮し必要となる施設へ順次整備を進めていきます。また、
大きな災害時には行政も被災し、早急な対応が困難になることが考えられます。訓練等を通じ、
住民の防災意識向上を図っていきたいと考えています。　【企画課】

○意見や考え方の全体版は町公式ウェブサイトや役場１階ロビー（情報公開コーナー）、役場
２階企画課窓口で公表しています。

募集テーマ　広尾町強靱化計画（改定案）

【お問い合わせ】企画課 企画防災係　℡２－０１８４　Eメール：k-kikaku@town.hiroo.lg.jp
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○手当月額（令和６年４月分から）

児童の人数
支給額（月額）

全部支給 一部支給
（所得に応じて変更）

１　人 45,500円 45,490～10,740円
２人目 10,750円加算 10,740～5,380円加算

３人目以降 １人につき
6,450円加算

１人につき
6,440～3,230円加算

◆児童扶養手当とは◆
　 父母の離婚等により、父または母と生計を同じくしていないなど、次の条件にあてはまる児童を監
護している父または母や、父または母に代わってその児童を養育している方に手当を支給する制度です。
○支給の対象となる児童
・父母が離婚した後、父または母と生計を同じくしない児童
・父または母が死亡した児童　　・父または母が重度の障がい（国民年金の障害等級１級程度）にある児童
・父または母の生死が明らかでない児童　　　　・母が婚姻によらないで生まれた児童
※次のような場合には、手当を受けることができません。
・児童が日本国内に住所がないとき　　　　・児童が児童福祉施設または里親に委託されているとき
・児童が父または母の配偶者（内縁関係を含む）に養育されているとき（父または母に重度の障がいがある場合を除く）

◆特別児童扶養手当とは◆
　 身体や精神に障がいのある児童を監護している父母、または養育している方に手当を支給する制度です。
○支給の対象となる児童
・身体や精神に一定の障がいのある20歳未満の児童
※次のような場合には、手当を受けることができません。
・児童が日本国内に住所がないとき ・児童が児童福祉施設などに入所しているとき
・児童が障がいを支給事由とする公的年金を受けることができるとき
○手当月額（令和６年４月分から）
　 対象となる児童の障がいの程度（１級・２級※障害者手帳の等級とは異なります）により次のとお
り定められています。
　１人につき＜１級 55,350円

２級 36,860円
※手当を受ける方の前年（申請時期によっては前々年）の所得が所得制限限度額を超える場合は、支給
停止になります。また、生計を同じくする扶養義務者の所得についても、限度額を超える場合は支給停
止になります。

　 児童扶養手当および特別児童扶養手当を受けている方は、毎年「現況届（所得状況届）」を提
出しなければなりません。
　 この届出は、毎年８月１日における状況を記載し、引き続き手当を受ける要件があるかどうか
を確認するためのものです。
　 この届出の提出がされないと児童扶養手当は１１月分、特別児童扶養手当は８月分以降の手当
が受けられなくなりますので、ご注意ください。
　 なお、現在受給されている方には、後日郵送にてご案内しますので、必ずご確認ください。

※手当を受ける方の前
年（申請時期によって
は前々年）の所得が所
得制限限度額を超える
場合は、手当の全部ま
たは一部が支給停止に
なります。また、生計
を同じくする扶養義務
者の所得についても、
限度額を超える場合は
支給停止になります。

【お問い合わせ】 子育て支援室 児童係　℡２- ０１７２

児 童 扶 養 手 当
特別児童扶養手当 のお知らせ

現況届の提出

11 広報ひろお　2024年（令和６年）８月号



一緒に探そう、まだ誰も知らない広尾の魅力。

募集人数
２人程度
任　　期
委嘱の日からその年度末まで（再任あり）
謝　　礼
（１）広報紙への掲載（２分の１ページ以内）
　　　　　　　　　　　　　　　1,000円以内
（２）町公式ＳＮＳ（Instagram）への投稿
　　　　　　　　　　　　　　　　500円以内
応募資格
経験・資格は問いません！広尾町の広報活動に
関心があり、情報発信を積極的に行ってくれる町民の方
応募方法
氏名・年齢・住所・連絡先を、企画課ふれあいの係へ
電話やFAX、メールなどでお伝えください。
募集期間
８月１日（木）から８月23日（金）午後５時まで
そ の 他
町民通信員向けに、広報活動に関する研修会を開催しています。初めての方も安心して活
動できます。
ご不明な点は、お気軽に下記担当までお問い合わせください。

【申し込み・お問い合わせ】
企画課 ふれあいの係　℡：２－０１８４　FAX：２－４９３３

Email：k-fureai@town.hiroo.lg.jp

町民通信員 募集町民通信員 募集
広報ひろおやＳＮＳで情報発信を行う「町民通信員」を募集しています。
経験・資格は問いません！まちの出来事やお知らせ、
まちづくり活動や課題に取り組む町民を取材して、
一緒に広尾町の魅力を発信しましょう！

※町公式 SNS投稿イメージ
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

地域貢献感謝状贈呈ウォーキング教室

教育環境整備に感謝姿勢と呼吸を意識して

東日本冨士新道路株式会社（萩原久司代表取締役）と拓殖
工業株式会社（西村司代表取締役社長）が町内小中学校・
高校のグラウンド等の整地・転圧を行い、感謝状が贈呈さ
れました。両社は10年以上、地域貢献で環境整備を継続
されています。萩原・西村両代表取締役は「子どもたちの
ため、地元企業として今後も継続したい」と話しました。

広尾町健康推進部連絡会（籾山直美会長）主催のウォーキ
ング教室が、十勝ガイドサービス遊

あ そ ぼ う や
方屋代表の鞘

さやのしんりょう
野紳量氏

を講師に開催され、16人が参加しました。大丸山森林公
園周辺の2.5㎞のコースを会話も楽しみながら歩きました。
籾山会長は「広尾は運動習慣の無い人も多い。習慣化のきっ
かけづくりになれば」と話しました。

左から拓殖工業（株）西村代表取締役社長、小松参事、左から拓殖工業（株）西村代表取締役社長、小松参事、
東日本冨士新道路（株）萩原代表取締役、田中町長東日本冨士新道路（株）萩原代表取締役、田中町長健康に歩くためのポイントは姿勢と呼吸健康に歩くためのポイントは姿勢と呼吸

6/146/15

新規採用職員を紹介します
７月から新たに１人の職員が特別養護老人ホームに加わりました。

よろしくお願いします。

髙島　雄貴　たかしま　ゆうき

出身地：札幌市
広尾町の印象：
海と山の両方があり、自然が豊かで景色が綺麗な印象。
仕事への抱負：
地域の皆様に笑顔で過ごして頂けるようにがんばります。
好きなもの・趣味：グルメ巡り
将来の夢：穏やかな老後
今一番関心があること：腰痛予防

14広報ひろお　2024年（令和６年）８月号



タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

８丁目町内会２度目の製作体験

ヒグマ出没対応合同訓練

ルート336花壇づくり

（有）田中建設へ感謝状

ランタンづくりに協力

もしもの時に備えて

まちの玄関口を華やかに

子どもたちの安全のため

８丁目町内会（渡辺富久馬会長）が、昨年に引き続き、２
度目のウッドランタン製作体験を行いました。女性部メン
バー16人が集まり、地域おこし協力隊の手ほどきで計
100個を製作しました。参加者は「広尾町のためになるな
ら協力したい。自分たちで作ったイルミネーションを探し
に行くのが楽しみ」と話していました。

広尾警察署（兼平宜行署長）と大樹町農林水産課・広尾町
農林課・両町の猟友会が、市街地でのヒグマ出没を想定し
た合同訓練を行いました。今年に入りヒグマの目撃情報が
増えているため本訓練を実施。爆竹や熊撃退スプレーなど
の使い方を学ぶ資機材訓練を行った後、市街地で出没した
際の各関係機関との連携を再確認しました。

広尾町町内会連合会（秋月直志会長）主催のルート336花
壇づくり事業が行われ、町内会・事業所から約180人が参
加しました。時折小雨が降る中、国道336号の広尾消防署
から楽古橋までの植樹枡に、黄色とオレンジのマリーゴー
ルド各1,200株を植えこみました。来賓の田中町長は開会
式で「きれいなまちづくりに協力を」とあいさつしました。

（有）田中建設（田中久代表取締役）がオピツマナイ川と
広尾小学校周辺の草刈作業を行い、町は感謝状を贈呈しま
した。田中社長は「川の周辺は熊が出没する。今回は木も
伐採し見通しが良くなった。子どもたちの安全につながれ
ば」と話しました。なお、同社からサンタランド40周年
記念に伴い現金の寄附もいただきました。

ランタンを持って記念撮影ランタンを持って記念撮影

熊撃退スプレーの使い方を学ぶ参加者熊撃退スプレーの使い方を学ぶ参加者

ひとつひとつ丁寧に植栽されましたひとつひとつ丁寧に植栽されました

左から田中町長、田中社長、山岸教育長左から田中町長、田中社長、山岸教育長

6/16

6/17

6/16

6/18
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

広尾高書道部が啓発協力

第１回町民交流イベント

明治安田生命より寄贈

第２回 広尾フェス

入魂の書で詐欺撃退！

飲み比べながら楽しむ

電話音声の架け橋に

音楽を楽しむ一日

広尾高校（柴山真純校長）書道部が、特殊詐欺の防止をＰ
Ｒしました。広尾警察署（兼平宜行署長）の依頼で、同部
の荒木理

り の
乃部長と小堀みなみ副部長、顧問の青木杏佳教諭

の３人が、同署会議室で書道パフォーマンス。音楽を流し
大筆を走らせ、詐欺「撃退」などと記した1.5ｍ×2.8ｍ
の大書が完成。注意の呼びかけも唱和しました。

町民交流イベント「クラフトビールくらべてみる？広尾で
クラビル！」が集いの杜（旧野塚小学校）で開かれ、15
人が参加しました。４種類のクラフトビールを飲み比べ、
広尾町産の食材を使った料理を賞味。参加した女性は「普
段飲み比べることがないので楽しい。お気に入りのビール
を見つけられる」と満足そうに話しました。

明治安田生命保険相互会社より、電話音声明瞭器「サウン
ドアーチ」１台を寄贈いただきました。サウンドアーチは
同社が発案し、発信者側の電話機に設置することで、音声
が明瞭に伝えられ、聞き取りやすくなるもの。明治安田帯
広営業所の横地正幸所長は「高齢の方と会話する機会が多
い部署で役立ててほしい」と話しました。

実行委員会主催の広尾フェスが広尾中学校体育館で開催さ
れ、約90人が来場しました。ＨＢＣアナウンサーの水野
善
よしまさ

公さんが司会し、十勝港ソー乱舞など４団体が演舞・演
奏を披露。最後は合同で南中ソーランを踊り、大いに盛り
上がりました。会場では能登半島地震への災害義援金を募
り、被災地に寄附されました。

力を合わせ、豪快に書き上げました！力を合わせ、豪快に書き上げました！

参加者全員で乾杯！参加者全員で乾杯！

左から横地所長、田中町長、福田様、太田様左から横地所長、田中町長、福田様、太田様

日頃の練習の成果を披露する出演者たち日頃の練習の成果を披露する出演者たち

6/18

6/22

6/21

6/30
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

広尾交通少年団入団式

ふるさと給食、いただきます！

サンタランド認定40周年記念で

ファイターズサマーデイズ in 十勝

皆で交通事故をなくします

広尾の旬「おいしい！」

記念ロゴを車両に

B・Bと笑顔で交流！

交通少年団の入団式が行われ、今年度は15人が入団しま
した。同団運営委員会の高橋正幸会長は「皆さんの活動が
交通事故減少につながります」とあいさつ。団長の安藤吏

り

輝
き

さんは「誓いの言葉」を宣言、加えて「交通ルールを守
り、事故のない世の中にしたい」とコメントしました。同
団では、夏に町外研修も予定されています。

広尾漁協エゾバイツブ篭部会（関下啓史郎部会長）から町
内小・中学校、高校の給食用に「エゾバイツブ」が無償提
供されました。同部会から８回目のご厚志です。今回のメ
ニューは「広尾産エゾバイツブカレー」。豊似小学校３年
生の野沢凌さんは「大好きなツブをいっぱい食べて、おい
しかった。また食べたいです！」と話しました。

広尾郵便局（鈴木修局長）の集配車両に、サンタランド認
定40周年記念のロゴマークが貼り付けられ、ロゴマーク
付き車両の配達が７月１日から始まりました。四輪車両と
二輪車両それぞれ９台に「さーたちゃん」「ツリーくん」「HIROO
サンタランド」「40」を組み合わせたデザインで縦13㎝、
横40㎝のマグネットシールが貼られています。

「北海道応援大使プロジェクト」事業の一環として、北海
道日本ハムファイターズのマスコットキャラクターＢ・Ｂ
とファイターズガールの竹市琴美さんがひろお保育園を訪
問し、園児80人と歌や的当てで交流しました。堀之内良
明くんは「Ｂ・Ｂに会って、カードをもらえてうれしかっ
たです」と話しました。

広尾警察署長や広尾小校長と一緒に広尾警察署長や広尾小校長と一緒に

たくさん食べてお腹いっぱいになりました！たくさん食べてお腹いっぱいになりました！

ぜひロゴマークを見つけてみてください！ぜひロゴマークを見つけてみてください！

最後にはＢ・Ｂと記念撮影を行いました最後にはＢ・Ｂと記念撮影を行いました

7/1

7/3

7/1

7/5
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場

サンタランド40周年「友好・交流展」

サンタの町の更なる発展を

広尾ユールニッセ研究会（泉耕治代表）主催「友好・交流展」が、サンタ工房（大丸山森林公園駐車場内）で開かれました。
サンタランド認定当時のノルウェーとの交流がわかる写真や書籍、サンタの木彫や切り絵などを多数展示。泉さんは「認
定から40年で、当時を知る人が減っている。私の手持ち資料で多くの町民に周知しようと開催した。50周年に向けてサ
ンタランドの更なる発展と広尾ユールニッセ研究会の活動承継を
願っています」と想いを語りました。また「友好・交流展」開催
にあたり、白水会（舩木登良男代表）の６人が、６月27～29日
にサンタ工房のドアと、ウッドデッキを補修。養生、サンドペー
パー掛け、ペンキの二度塗りなど奉仕活動をされました。

7/5
〜 7
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
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以
上
の
町
民

○
応
募
締
切　
８
月
28
日
（
水
）

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・
８
７
１
８
）

▼ 

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

秋
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

○
日
時

　
（
男
子
の
部
）
８
月
31
日
（
土
）

　
（
女
子
の
部
）
８
月
31
日
（
土
）

　
両
種
目
と
も
午
前
９
時

○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
参
加
資
格

　

 

中
学
生
以
上
の
男
女
。
チ
ー
ム
編
成

は
選
手
４
人
、
補
欠
２
人
と
す
る
。

　

 

中
高
生
チ
ー
ム
は
成
年
者
を
代
表
と

す
る
こ
と
。

○
申
込
期
日

　

 

８
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
用
紙

を
社
会
教
育
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

 

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

 

※
参
加
チ
ー
ム
が
少
な
か
っ
た
場
合

大
会
を
左
記
の
と
お
り
延
期
し
、
再

度
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。
そ

の
際
は
防
災
行
政
無
線
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
（
男
子
の
部
）
10
月
１
日
（
火
）

　
（
女
子
の
部
）
10
月
２
日
（
水
）

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
１
）

ヨ
ガ
・
筋
膜
リ
リ
ー
ス

参
加
者
募
集

○
日
時

　
８
月
25
日
（
日
）　
午
前
10
時

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

航空学生 海上自衛隊：18歳以上23歳未満の方
航空自衛隊：18歳以上24歳未満の方 ９月５日（木）まで

１次：９月16日（月）
２次：10月12日（土）から
　　　　　17日（木）のうち１日
３次：11月９日（土）から
　　　12月12日（木）のうち１日

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の方 ９月３日（火）まで

１次：９月20日（金）または21日（土）
２次：10月16日（水）または17日（木）

自衛官候補生 男子：９月26日（木）または27日（金）
女子：９月28日（土）

予備
自衛官補

一般 18歳以上52歳未満の方
９月19日（木）まで ９月21日（土）から

10月７日（月）のうち１日技能 18歳以上で国家免許資格等を有する方
※詳細はお問い合わせください。

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

防衛大学校
学生

推薦

18歳以上21歳未満の方

９月９日（月）まで
９月21日（土）、22日（日）

総合選抜 １次：９月21日（土）
２次：10月26日（土）、27日（日）

一般 10月17日（木）まで
１次：11月２日（土）
２次：11月30日（土）から
　　　12月４日（水）のうち１日

防衛医科大学校
医学科学生 10月９日（水）まで

１次：10月19日（土）
２次：12月11日（水）から
　　　　　13日（金）のうち１日

防衛医科大学校
看護学科学生 10月２日（水）まで １次：10月12日（土）

２次：11月23日（土）または24日（日）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　
成
人

○
申
込
方
法

　

 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　

 

な
お
、
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
日　
８
月
15
日
（
木
）

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
１
）

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強
調
月
間

　
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
」
で
す
。

　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
は
、
わ
が

国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択
捉
島
、
国
後

島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
を
実
現
さ
せ
る

た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
役
場
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー
に
「
北
方
領
土
返
還
要
求
署

名
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　
総
務
課
総
務
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
５
）

お
知
ら
せ

ひ
ろ
お
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

届
き
ま
し
た
か
？

　

こ
の
度
配
布
し
た
「
ひ
ろ
お
生
活

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
」
で
、
配
達
で
き
ず

役
場
に
返
送
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
世
帯

主
の
方
、
ま
た
は
受
け
取
り
が
で
き
な

い
ご
事
情
が
わ
か
る
身
の
回
り
の
方
は

商
工
観
光
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問　
商
工
観
光
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
７
）

お
供
え
物
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
お
墓
参
り
の
季
節
に
な
る
と
、
カ
ラ

ス
や
キ
ツ
ネ
等
の
野
生
動
物
が
お
供
え

物
を
目
的
に
集
ま
り
ま
す
。
お
供
え
物

を
ま
き
散
ら
し
た
り
、
お
墓
に
フ
ン
を

し
て
、
墓
地
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
大
変

困
り
ま
す
。

　
お
墓
に
お
供
え
し
た
物
は
、
持
ち
帰

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
１
）

楽
古
川
の
さ
け
・
ま
す
採
捕

河
口
規
制
禁
止
区
域

　

さ
け
・
ま
す
の
繁
殖
保
護
の
た
め
、

次
の
期
間
及
び
区
域
に
つ
い
て
さ
け
・

ま
す
の
採
捕
を
北
海
道
漁
業
調
整
規
則

に
よ
り
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
水
産
資
源
を
保
護
し
、
育
て

て
い
く
た
め
関
係
法
令
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
河
川
名　
楽
古
川

○
禁
止
期
間

　
８
月
20
日
（
火
）
～
11
月
30
日
（
土
）

○
禁
止
区
域

・
左
海
岸
３
０
０
ｍ

・
右
海
岸
３
０
０
ｍ

・
沖
合
３
０
０
ｍ

※ 

河
口
付
近
の
海
岸
に
は
禁
止
区
域
を

示
す
「
標
柱
」
を
知
事
が
設
置
し
て

い
ま
す
。

○
標
柱
設
置
位
置

左
海
岸
：
字
野
塚
９
８
９
︲
１

右
海
岸
：
並
木
通
東
４
︲
２
︲
１
地
先

問　
十
勝
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部

　
　
水
産
課

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
６・
９
０
５
９
）

（（
））

外外

北北

防防

波波

堤堤

立立

入入

禁禁

止止

親親

水水

護護

岸岸

親親

水水

緑緑

地地

シーサイドパーク広尾

海

楽
古
川

陸側

禁 止 区 域

沖合

左海岸 右海岸

標柱

沖合

陸側

親親水水護護岸岸（（一一部部立立入入禁禁止止））

標柱
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
祝
日
「
山
の
日
振
替
休
日
」
は

燃
え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す

　

８
月
12
日
（
月
）
は
、【
山
の
日
振

替
休
日
】
で
祝
日
で
す
。

　
役
場
な
ど
は
休
業
で
す
が
、
月
曜
日

に
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
る

区
域
だ
け
、「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
南
十
勝
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
に
ご
み
の
持
ち
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
収
集
日

　
８
月
12
日
（
月
）（
山
の
日
振
替
休

　
日
）

○
収
集
区
域

※
「
燃
え
る
ご
み
」
の
み
の
収
集
で
す
。

問　
環
境
生
活
係
（
℡
２・０
１
７
１
）

原
爆
パ
ネ
ル
展
開
催

　
今
か
ら
79
年
前
の
１
９
４
５
年
８
月
、

該当町内会

音調津、桜、山フンベ、
中広尾、新生、野塚市街、
野塚、豊似市街、紋別、
東豊似

上浜、入舟町、会所、
防人、緑町、朝日、
５丁目、６丁目

原
爆
投
下
に
よ
っ
て
広
島
と
長
崎
に
悲

劇
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
原
爆

の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、「
戦

争
や
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
」
の

実
現
を
願
い
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　
８
月
１
日
（
木
）
～
19
日
（
月
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
祝
日
は
閉
館

○
会
場　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

問　
企
画
防
災
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

熱
中
症
対
策
に
「
環
境
省
」

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

　
環
境
省
で
は
、
熱
中
症
予
防
対
策
の

情
報
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
友
だ
ち
追
加
す
る
と
、
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
・
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
の
発
表
や
暑
さ
指
数
の
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
熱
中
症
の
基
礎
知
識
や
熱
中
症
の
対

処
方
法
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

広
尾
町
は
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和

の
町
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

広
尾
町
は
「
平
和
首
長
会
議
」
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

　
「
環
境
省
」
の
登
録

　
　
　
　
　

問　
環
境
省

　
　
（
℡
０
４
５・
４
５
０・５
８
３
３
）

健
康
づ
く
り
グ
ッ
ズ
の
貸
出

　
町
民
の
皆
様
が
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
健
康
づ
く
り
グ
ッ
ズ
の
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
貸
出
物
品

　

 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー

ル
・
万
歩
計
・
ふ
ま
ね
っ
と
用
ネ
ッ

ト
・
家
庭
用
自
動
血
圧
計
等

○
貸
出
要
件

・ 

借
用
者
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
借

用
願
を
提
出
（
借
用
書
は
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
あ
り
ま
す
）

・ 

貸
出
期
間
は
30
日
以
内
で
す
。
延
長

の
希
望
が
あ
る
と
き
は
最
大
90
日
以

内
で
、
そ
の
間
に
使
用
状
況
を
確
認

す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
た
だ
し
、

家
庭
用
自
動
血
圧
計
は
、
借
り
受
け

た
日
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

・ 

グ
ッ
ズ
の
使
用
中
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
借
用
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

・ 

グ
ッ
ズ
の
破
損
、
紛
失
は
借
用
者
が

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
貸
出
場
所

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１
２
２
）

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事

業
に
よ
り
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩
み
を
お

受
け
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ

と
、
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
電
話
番
号

　

 

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専
用
フ
リ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０・７
７
１・
２
０
８

○
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

く
○
そ
の
他

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
と
帯
広

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
毎
年
帯

広
市
と
の
共
催
で
「
女
性
の
た
め
の
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
年
４
回
開
催
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
し
て
い
ま
す
。

　
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
９
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
半

　
※
最
終
受
付
：
午
後
３
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
集
会
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
）

○
対
象
者

　
女
性
の
方
の
み

○
相
談
員

　

 

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
の

人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

　

 

家
族
の
悩
み
、
職
場
の
悩
み
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

　
　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
４・５
８
５
３
）

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
マ
ダ
ニ
に

咬
ま
れ
る
と
、
マ
ダ
ニ
を
媒
介
す
る
感

染
症
（
ラ
イ
ム
病
、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
な

ど
）
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
ダ
ニ
媒
介
感
染
症
に
つ
い
て

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。
人
か
ら
人
へ
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

① 

マ
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る
場
所
（
山

や
草
む
ら
な
ど
）
に
入
る
際
に
は
、

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
な
ど
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

② 

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
、
無
理
に
引

き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
医
療
機
関
（
皮

膚
科
な
ど
）
で
処
置
を
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
、
数

週
間
程
度
は
体
調
の
変
化
に
注
意
を

し
、
発
熱
等
の
症
状
が
認
め
ら
れ
た

場
合
は
医
療
機
関
で
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１
２
２
）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
職
場
で
の
熱
中
症
予
防
対
策
を
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
５
月
か
ら
９
月
ま

で
の
期
間
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー

ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
昨
年
は
北
海
道
内
で
も
猛
暑
の
影
響

に
よ
り
、
職
場
で
の
熱
中
症
が
１
５
３

件
（
休
業
１
日
以
上
）
と
急
増
し
、
過

去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
熱
中
症
の
発

生
は
８
月
に
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
早
い
段
階
か
ら
予
防
対
策
に
取

ダニ媒介感染症
について

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
取
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
熱
中
症
予

防
の
た
め
の
指
標
で
あ
る
「
暑
さ
指
数

（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）」
の
活
用
、
設
備
対
策
、

衛
生
教
育
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
熱
中
症
に
関
す
る
資
料
や
講
習
動
画

等
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
熱
中
症
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
　
　
　
　

問　
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

　
　
労
働
基
準
部
健
康
課 

　
　
（
℡
０
１
１・７
０
９・
２
３
１
１
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

 
海
辺
を
散
歩
し
て
、
ス
イ
カ

割
り
を
し
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

催
し

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
８
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
８
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
豊
似
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

巡
回
型
法
律
相
談

弁
護
士
お
な
や
み
ご
と
相
談

　
釧
路
弁
護
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
法
律
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
言
や
離

婚
問
題
な
ど
、
身
近
な
悩
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
相
談

を
希
望
す
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

○
会
場　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

　
　
（
℡
０
１
５
５・
６
６・
４
８
７
７
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
こ
ろ
ば
ぬ
た
め
の
貯
筋
教
室

（
こ
ろ
筋
教
室
）

　

心
身
の
機
能
の
衰
え
「
フ
レ
イ
ル
」

を
予
防
す
る
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
教
室
に
通
う
「
通
所
型
」
と
、
ご
自

宅
に
伺
う
「
訪
問
型
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
活
動
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
通
所
型
】

○
日
程

　
８
月
27
日
～
11
月
12
日

　
毎
週
火
曜
日

○
時
間

　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

○
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
定
員

　
24
人
（
65
歳
以
上
の
方
）

○
内
容

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
運
動
な
ど

○
申
込
締
切

　
８
月
８
日
（
木
）

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
訪
問
型
】

○
日
程
等

　

 

１
回
あ
た
り
、
１
時
間
６
回
の
指
導

を
行
い
ま
す
。
日
程
は
、
担
当
者
と

ご
相
談
の
上
、
予
定
を
組
み
ま
す
。

○
定
員

　
８
人
（
65
歳
以
上
の
方
）

○
そ
の
他

　

 

定
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を
終
了

し
ま
す
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

広
尾
消
防
火
災
予
防
フ
ェ
ス
タ

　
広
尾
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
十
勝
港
ま
つ
り
会
場
の
一

角
で
行
い
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き

る
か
た
ち
と
し
ま
し
た
。

　
煙
体
験
・
放
水
体
験
な
ど
、
消
防
活

動
に
関
わ
る
様
々
な
体
験
が
安
全
に
で

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
８
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
会
場

　
十
勝
港
ま
つ
り
会
場

　
（
十
勝
港
第
４
ふ
頭
）

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
０
１
５
５・
６
６・７
１
１
２
）

※ 

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
カ
フ
ェ

サ
ン
タ
バ
ァ
ド　
開
催

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
集
え
る
イ
ベ

ン
ト
「
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
・
サ
ン
タ
バ
ァ

ド
」
を
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
フ
リ
マ
出
店
者
や
、
一
緒
に

運
営
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
か
わ
ら
版

○
日
時　
８
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　
ゆ
う
ゆ
う
ベ
ー
カ
リ
ー
（
公
園
南
４
）

問　
広
尾
み
ん
カ
フ
ェ
実
行
部　
松
田

　
　
（
℡
０
９
０・８
２
７
３・３
８
０
３
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

掲
載
可
能
な
情
報

　

 

町
民
（
ま
た
は
団
体
）
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
） 

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※ 

原
則
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
。
詳
細

情
報
は
折
込
チ
ラ
シ
か
、
代
表
者
へ

の
問
い
合
わ
せ
で
伝
え
る
こ
と
と
し

ま
す
。

○
料
金

　

 

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
９
月
号　
８
月
１
日
（
木
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※ 

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）
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学
び
合
う
広
尾
っ
子

　

各
学
校
で
は
授
業
に
お
い
て
、
対
話
的

な
活
動
を
大
切
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

伝
え
合
う
力
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
重
点
教
育
目
標
に
も
伝
え
合
う
こ
と
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
こ
と
を

設
定
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

学
ん
だ
こ
と
や
分
か
っ
た
こ
と
を
積
極

的
に
周
り
に
伝
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
が
よ
り
能
動
的
な
も
の
に
変
わ
り
、

学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
当
て
は
ま
る
の
が「
進
ん
で・・
」

や
「
自
ら
・
・
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
学

校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
び
に

向
か
う
態
度
と
し
て
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
の
様
子
を
見
て
も
、
指
導

に
あ
た
る
先
生
方
は
、
子
ど
も
た
ち
の
考

え
や
思
い
が
よ
り
多
く
表
現
さ
れ
た
り
発

信
さ
れ
た
り
す
る
場
面
を
意
図
的
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
授
業
全
体
が
子
ど
も
主

体
の
活
発
な
学
習
活
動
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
同
士
の
学
び
合
い
が
深
ま
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
お
き
ま
し
て
も
、
家
族
で
の

会
話
の
機
会
を
多
く
し
て
、
お
子
さ
ん
の

伝
え
合
う
力
を
育
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
効
果

　

今
年
度
も
頑
張
る
広
尾
っ
子
へ
の
「
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
運
動
会
や

体
育
祭
と
い
っ
た
学
校
行
事
で
の
子
ど
も

た
ち
の
努
力
や
活
躍
へ
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
内
容
か
ら
は
「
協
力
」「
優
し
い
心
」

と
い
っ
た
言
葉
が
あ
り
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
や
助
け
合
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
感
心
し
た
温
か
い

思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
一
つ
に

よ
り
、
広
尾
っ
子
の
頑
張
り
が
認
め
ら
れ
、

物
事
の
取
組
へ
の
自
信
に
つ
な
が
り
、
日
々

の
生
活
を
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
意

識
も
強
く
な
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
域
の
皆
様
が
積
極
的
に

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
た
り
、
か
か
わ
っ

た
り
す
る
機
会
も
多
く
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
応

援
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

国保病院
外来日程（8月、9月）のお知らせ 問　国保病院（℡2－3111）

８月２日（金） 大江医師
８月16日（金） 大江医師
８月27日（火） 望月医師

【精神科】
９月６日（金） 大江医師
９月10日（火） 布施医師
９月20日（金） 大江医師
９月24日（火） 望月医師

８月１日（木） 後藤医師
８月５日（月） 荒木医師
８月８日（木） 林（美）医師
８月15日（木） 後藤医師
８月19日（月） 荒木医師
８月22日（木） 林（美）医師
８月26日（月） 荒木医師
８月29日（木） 後藤医師

【耳鼻咽喉科】
９月２日（月） 荒木医師
９月５日（木） 林（美）医師
９月９日（月） 荒木医師
９月12日（木） 後藤医師
９月19日（木） 林（美）医師
９月26日（木） 後藤医師
９月30日（月） 荒木医師

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

【肩関節専門外来】
８月８日（木） 木村医師
８月22日（木） 木村医師

９月12日（木） 木村医師
９月26日（木） 木村医師

【消化器内科】
毎週水曜日の午後　※午前は検査を行っています。 林（健）医師

【内科】
水曜、木曜の午後　休診

毎週月曜の午後 小野寺医師
毎週火曜の午前 関口医師
毎週木曜の午前 清水医師

【整形外科】

８月１日（木） 赤津医師
８月15日（木） 赤津医師
８月29日（木） 赤津医師

【循環器内科】
９月５日（木） 赤津医師
９月19日（木） 赤津医師

毎週水曜日の午後 遠田医師

【脳神経外科】
毎週木曜の午後 佐土根医師

８月15日（木）佐土根医師休診

【外科】
毎週火曜、木曜の午後、水曜、金曜の午前 山口医師
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新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

な
い
日
は
な
い
ほ
ど
認
知
症
と
い
う

話
題
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
「
認
知
症
に

な
っ
た
ら
、
何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
、

何
も
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
古
い

イ
メ
ー
ジ
（
誤
解
や
偏
見
）
が
あ
り

ま
す
。
勘
違
い
や
思
い
込
み
に
気
づ

く
だ
け
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
の
特

徴
は
？

Ａ
：
加
齢
に
よ
る
場
合
は
「
約
束
を

す
っ
ぽ
か
し
た
」「
通
帳
を
ど
こ
に
し

ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
な

ど
と
い
う
事
実
は
覚
え
て
お
り
、
自

分
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

を
思
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

方
、
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、

自
分
が
忘
れ
て
い
る
こ
と
自
体
を
忘

れ
て
思
い
出
せ
な
い
、
自
覚
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
診
断

後
何
年
た
っ
て
も
、
ま
だ
わ
か
る
こ

と
や
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
緊
張
し
た
り
ス
ト
レ
ス
が
か

か
る
と
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、

調
子
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
何
か
お
か
し
い
」
と
思

う
こ
と
が
増
え
て
き
た
ら
相
談
や
病

院
で
診
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
古
い
イ
メ
ー
ジ
に
縛
ら
れ
な
い

　
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
の
心
理
に
寄
り
添
え
ば

病
気
や
生
き
づ
ら
さ
は
あ
っ
て
も
、

ご
本
人
も
家
族
も
自
分
ら
し
く
楽
し

く
暮
ら
せ
る
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

■
理
解
者
や
応
援
団
が
ま
ち
の
中
に

い
ま
す

　
今
の
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
、

け
っ
し
て
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
よ
き
理
解
者
や
寄
り
添
う
応
援
者

が
ま
ち
中
に
い
ま
す
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

認
知
症
の
そ
こ
が
知
り
た
い

393

　
国
民
年
金
保
険
料
を
「
納
め
た
と

き
」「
免
除
等
を
受
け
た
と
き
」「
未

納
の
と
き
」
で
は
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
や
年
金
額
に
こ
ん
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
納
付
す

べ
き
一
部
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い

と
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
未
納

と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
ま
た
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の「
納
付
」と「
免
除
」と「
未
納
」の
違
い

区　分
老齢・障害・遺
族基礎年金の受
給資格期間に

老齢基礎年金の
年金額に

納　　付 含まれる 計算される

全額免除 含まれる ２分の１として
計算される（※）

一 

部 

免 

除

３／４免除 含まれる ８分の５として
計算される（※）

半額免除 含まれる ４分の３として
計算される（※）

１／４免除 含まれる ８分の７として
計算される（※）

産前産後免除 含まれる 計算される

納付猶予 含まれる 計算されない

学生納付特例 含まれる 計算されない

未　　納 含まれない 計算されない
（※）平成21年４月以降の計算割合
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けんこうひろば 健康管理センター℡2－5122

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

　
女
性
の
た
め
の
検
診
デ
ー
で
す
。

健
診
内
容
は
ご
希
望
に
よ
り
選
択

で
き
ま
す
。

日
時　
９
月
23
日
（
月
・
祝
）　

受
付　
７
時
～
10
時

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込　
８
月
30
日
（
金
）
ま
で

検
診
内
容
・
料
金

※�

70
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
。

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
を
受

け
る
方
で
未
成
年
の
方
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん・乳
が
ん
個
別
検
診

◆
子
宮
が
ん
検
診

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

内
容　
子
宮
頸
部
細
胞
診

料
金　
２
，
１
０
０
円

◆
乳
が
ん
検
診

対
象　
40
歳
以
上
の
女
性

内
容　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

料
金　
２
，
３
０
０
円

〈
医
療
機
関
〉

※�

事
前
に
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
令
和
６
年
度
は
左
記
の
対
象
者

に
無
料
で
健
診
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
子
宮
が
ん

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◆
乳
が
ん

昭
和
58
年
４
月
２
日
～
昭
和
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

ひ
ろ
お
子
育
て
ア
プ
リ

　
妊
娠
中
か
ら
子
育
て
期
ま
で
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
プ
リ
で
す
。
町

の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
６
月
17
日
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
機
能
が
追
加
と
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

料
金　
無
料

利
用
方
法　

①�

ア
プ
リ
ス
ト
ア
で
「
母
子
モ
」

と
検
索

②�

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

③�

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
画
面
に
し

た
が
っ
て
郵
便
番
号
や
・
お
子

さ
ん
の
情
報
等
を
登
録
す
る
と

「
ひ
ろ
お
子
育
て
ア
プ
リ
」
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

今月の担当　保健師　杉山　絹子

早期治療がカギ！帯状疱疹

帯状疱疹（たいじょうほうしん）とは
水ぼうそうと同じウイルスが原因
で起こる皮膚の病気です。
50歳代から増加し、80歳までに
約３人に１人が発症するといわれ
ています。
どのような症状がでますか
症状の出方には個人差がありますが、多く
は、以下のような経過をたどります。
・皮膚にピリピリ・チクチクとしたいたみや
　かゆみを感じる
・発疹（赤い斑点）がみられる
・水疱（水ぶくれ）ができる
・２～４週間かけてかさぶたになる

特に高齢者の方は、合併症に注意
皮膚の症状が治ったあとも、３か月以上にわ
たって痛みが残る場合があります（「帯状疱
疹後神経痛」といいます）。
50～60歳代と比べて70歳代以降で合併症の
発症率は増えるため、できる限り早い時期
（発疹が現われてから３日以内）に治療をは
じめることが重要です。
予防について
日頃の体調管理が重要です。バランスのとれ
た食事や十分な睡眠、適度な運動などを心が
けましょう。
※帯状疱疹ワクチン（任意接種）
50歳以上の方は、ワクチンを接種することで
発症予防・重症化予防が期待できるとされて
います。
現在、帯状疱疹ワクチンは任意接種であるた
め、接種を希望される方はかかりつけ医にご
相談ください。

特定健診
①30～74歳の国保被保険者
②後期高齢者医療保険加入者
③30歳以上の生活保護の方

無料

胃がん検診 35歳以上 1,000円
肺がん検診 35歳以上 300円
大腸がん検診 35歳以上 600円
子宮がん検診 20歳以上の女性（2年に1回） 1,600円
乳がん検診 40歳以上の女性（2年に1回） 2,000円
骨粗しょう症検診 40～70歳の女性（5年に1回） 700円
肝炎ウイルス検診 40～70歳で受診したことがない方 700円
エキノコックス症検診 小学校3年生以上（5年に1回） 無料

実施医療機関 子宮がん 乳がん
帯広厚生病院 〇 〇
帯広協会病院 〇 〇
坂野産科婦人科 〇
慶愛病院 〇
慶愛女性クリニック 〇
北斗病院 〇
帯広第一病院 〇
上徳乳腺外科 〇
めぐみ乳腺クリニック 〇
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス
8
月
6
日

（火）

9
月
10
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50～10:05

Ａコープサンタ村前 13:15～13:30

野塚郵便局前 13:45～14:00

8
月
9
日

（金）

9
月
13
日

（金）

丸山寿の家 10:50～11:10

フクハラるる店 11:15～11:30

音調津郵便局前 13:45～14:00

お
は
な
し
会

絵
本
パ
ッ
ク

え
い
ご
で
絵
本
を
た
の
し
も
う
！

◇
日
時
：
８
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

◇
場
所
：
図
書
館

◇
内
容
：
英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

土
曜
お
は
な
し
会

◇
日
時
：
８
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

◇
場
所
：
図
書
館　
童
話
ル
ー
ム

◇
内
容
：
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

８
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

◇ 

北
海
道
青
少
年
の
た
め
の
２
０
０
冊
【
児
童
展
示
】

　

 

選
定
委
員
会
に
よ
り
選
ば
れ
た
優
良
図
書
「
青
少
年
の

た
め
の
２
０
０
冊
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

◇
暑
い
夏
を
楽
し
も
う
♪
涼
し
く
な
る
本
【
一
般
書
展
示
】

　
怖
い
話
の
本
や
海
の
本
な
ど
を
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

　
絵
本
パ
ッ
ク
の
貸
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
パ
ッ
ク
と

は
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
お
す

す
め
の
絵
本
10
冊
を
セ
ッ
ト

に
し
た
も
の
で
す
。

　
ご
自
身
で
借
り
た
い
本
10

冊
＋
絵
本
パ
ッ
ク
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
借

り
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
絵
本
セ
ッ
ト
〉

・
０
～
１
歳　
・
１
～
２
歳

・
２
～
３
歳　
・
３
歳
以
上

各
２
セ
ッ
ト
貸
出
し
て
い
ま

す
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
「
伝
わ
る
声
」
の
作
り
方 

轟　
美
穂

◇
野
菜
づ
く
り
大
百
科 

板
木　
利
隆

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
海
を
破
る
者 

今
村　
翔
吾

◇
魔
女
の
後
悔 

大
沢　
在
昌

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
と
り
さ
ん
な
ん
の
ぎ
ょ
う
れ
つ
？

 

オ
ー
ム
ラ　
ト
モ
コ

◇
ち
ょ
っ
ぴ
り
な
が
も
ち
す
る
そ
う
で
す

 

ヨ
シ
タ
ケ　
シ
ン
ス
ケ

『
な
つ
や
す
み
』

 

麻
生　
知
子
／
福
音
館
書
店

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
こ
う
た
く
ん
の
家
に
、

い
と
こ
の
ゆ
う
こ
ち
ゃ
ん

と
と
し
の
ぶ
く
ん
の
家
族

が
泊
ま
り
に
来
ま
し
た
。

　
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
、

プ
ー
ル
へ
行
っ
た
り
神
社

の
お
祭
り
に
行
く
な
ど
充

実
し
た
夏
休
み
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
思
い
出
に
残
る
夏
を
過

ご
し
た
い
で
す
ね
。

お
知
ら
せ

【
８
月
の
休
館
日
】
５
日
・
11
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

※
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。
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商工振興サポーターの関本凱斗（せきもとかいと）です！
　初めまして。６月から水産商工観光課に地域おこし協力隊として着任しまし
た関本凱斗です。
　札幌市出身で、キャンプやアウトドア、自然が好きです。
　大学卒業後は帯広市のハウスメーカーに勤務していました。
　同じ協力隊で妻の神部葵の誘いもあり、広尾町協力隊へ志願しました。　
　豊かな自然と人の温かさ、「サンタランド」など沢山の魅力にあふれたこの町
で暮らしたいと思いました。私は広尾で働きたい方と事業者のマッチングに向
けた求人や物件などの情報一元化に取り組みたいと考えています。求人情報誌「広
尾しごと」も再開します。
　これからよろしくお願いします！

農村活性化推進員の錦古里大河です！

株式会社ｅ－Ｃｏｍｂｕ始動！！　
　６月の事にはなるのですが、かねてから農場派遣事業の傍ら
で準備していた事業で会社を立ち上げました！！協力隊報告会
ではお話したことが何度かあるのですが、僕は広尾町の使われ
ていないもったいない昆布を使った牛用の飼料を作りたくて広
尾町に来ました。飼料自体はまだ出来上がっていませんが、協
力隊卒業後を見据えて他事業を進めていくためにも法人を設立
しました。会社の名前は株式会社e-Combu（イーコンブ）です。
町の方々に愛される会社を作れるよう誠心誠意頑張ります！！
また、会社を立ち上げましたが、これまで通り協力隊としての仕事も変わらず続けていきますので今後
ともよろしくお願いします！！

Vol.99広尾町地域おこし協力隊 隊員日記
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広尾町子育て支援センター（℡2-2553）　〒089-2621　公園通北2丁目51番地2《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

月 火 水 木 金
１日	 ０、１歳 ２日	 全 年 齢

５日	 全 年 齢 ６日	 １～４歳 ７日	 全 年 齢 ８日	 ０　　歳 ９日	 全 年 齢

12日	 休　　所 13日	 ０、１歳 14日	 全 年 齢 15日	 ２～４歳 16日	 全 年 齢
山の日振替休日

19日	 全 年 齢 20日	 全 年 齢 21日	 ０、１歳 22日	 ２～４歳 23日	 全 年 齢
絵本大好き おでかけ遊び

26日	 全 年 齢 27日	 ２～４歳 28日	 全 年 齢 29日	 ０、１歳 30日	 全 年 齢
お楽しみ広場

支援センターの利用時間
月～金ＡＭ９：30～11：30
火～木ＰＭ２：00～４：00
※土日祝日はお休みです。

おでかけ遊び
日　　時　８月23日（金）午前10時30分～
集合場所　シーサイドパーク海洋博物館前
対象年齢　全年齢対象
持 ち 物　着替え、飲み物、タオル、敷物など
　　　　　 ０歳はベビーカーがあるといいで

すよ。
　　　　　 ＊雨天時は子育て支援センターで

遊びます。

水分補給をしましょう
　夏は室内でも、熱中症対策として十分な水
分補給をしましょう。お母さんも子どもと一
緒に水分を摂るといいですね。
　一度に沢山の量を摂るのは難しいので少し
ずつこまめに摂るように心がけて、元気に遊
びましょう。（センター内では水かお茶のい
ずれかをお願いします）

８　月　の　あ　そ　び

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
℡
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

友
好
都
市
通
信
◯146

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
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０
２
４
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。
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身
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２

大
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画
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て
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７
月
１
日
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芽

室
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合
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と
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Ｒ
Ｏ
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広
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身
大
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: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター

X
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式 SNS ぜひ「フォロー」
してください

子ども料理教室（ 10:00）
年金相談（商工会館※要予約10:30）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山縣医師）

子ども料理教室（ 10:00）

第68回十勝港まつり（十勝港第４埠頭12:00）
第34回十勝港海上花火大会（十勝港第４埠頭19:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

弁護士おなやみごと相談（ ※要予約13:00）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）

内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

えいごで絵本を楽しもう！（ 10:30）

山の日

振替休日

すまいる元気塾「町長とふれあいトーク・防災講話」（ 10:00）
ふるさと夏まつり（役場駐車場12:00）
第52回仮装盆踊り大会（役場駐車場19:00）

内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

町民劇場「京都大学交響楽団演奏会」（広尾中学校13:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

生活・仕事相談会（ 要申込15:00）

絵本大好き（ ０、１歳対象10:30）

内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

おでかけ遊び（シーサイドパーク海洋博物館前）（ 全年齢対象10:30）

おもいっきり楽しみ隊「科学実験」（10:00）
土曜おはなし会（ 10:30）
のびのびサロン（ 13:30）

総合型地域スポーツ事業「ヨガ・筋膜リリース」（ 10:00）

始業式（広尾小・広尾高）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

始業式（豊似小・広尾中）
お楽しみ広場（ 全年齢対象10:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

秋季ビーチボールバレー大会　男子・女子の部（ ９:00）

■発行 / 広尾町　令和6年8月1日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西4条7丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https://www.town.hiroo.lg.jp/
■ FAX 01558-2-4933

2024
vol.922 ８

8月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、1日（木）の午後は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　5,923人（-7人）
�男　性　2,868人（-4人）
�女　性　3,055人（-3人）
�世帯数　3,136世帯（-6世帯）
内訳
�自然増減　-4
�　（出生5人・死亡9人）
�社会増減　-3
�　（転入等13人・転出等16人）
�※外国人住民を含みます
�　（6月30日現在）
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表紙の写真
７月５日に広尾高校行燈行列が行われ、
今年は広高生全校生徒と商工会青年部
員12人が参加しました。大きな掛け声
のもと迫力ある行燈と共に町内を練り
歩きました。広尾町の風物詩とも言え
る行燈行列を一目見ようと沿道には多
くの人が集まり大変賑いました。


